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千
６
０
０
万
円
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
設
置
計
画
の
凍
結
な
ど
、
不

要
不
急
の
事
業
を
見
直
す
べ
き

で
あ
る
が
ど
う
か
。

市
長
　
来
年
度
の
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
、
節
減
合
理
化
を
推

進
し
、
歳
入
面
で
は
市
税
収
入

の
確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正

化
の
推
進
、
国
庫
補
助
金
制
度

等
を
活
用
し
て
財
源
確
保
を
し

た
い
。
歳
出
面
で
は
、
経
費
の

節
減
合
理
化
の
推
進
や
既
存
制

度
の
見
直
し
、
歳
入
に
見
合
っ

た
規
模
の
通
年
型
予
算
編
成
に

し
た
い
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
及
び
公
園
整

備
は
、
八
街
市
の
顔
と
し
て
計

画
的
に
整
備
し
た
い
。

京
増
　
駅
前
に
は
、
落
花
生
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、「
あ
れ

で
十
分
」
と
い
う
市
民
の
声
が

あ
る
。
八
街
の
顔
と
し
て
、
駅

も
広
場
も
立
派
に
な
っ
た
の
だ

か
ら
今
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
必

要
な
い
。
公
園
整
備
は
、
市
民

の
意
見
を
聞
き
、
お
金
を
か
け

な
い
よ
う
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

問
　
給
食
費
は
来
年
度
引
き
上

げ
予
定
で
あ
る
が
、
不
況
の
な

か
、
給
食
費
を
払
い
た
く
て
も

払
え
な
い
家
庭
が
増
え
、
平
成

16
年
度
の
収
入
未
済
額
は
約
２

千
万
円
で
あ
る
。
こ
の
４
年
余

り
、
勤
労
者
の
収
入
は
減
り
続

け
て
い
る
中
で
引
き
上
げ
を
す

べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

教
育
長
　
現
在
の
給
食
費
で
は

品
質
の
維
持
等
が
困
難
で
あ

り
、
改
定
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　
ど
う
し
て
も
値
上
げ
が
必

要
な
ら
ば
、
不
要
不
急
の
事
業

を
凍
結
し
、
そ
の
予
算
を
子
育

て
支
援
の
一
環
と
し
て
補
助
に

当
て
た
ら
ど
う
か
。

教
育
次
長
　
給
食
費
の
値
上
げ

分
を
市
が
負
担
す
る
こ
と
は
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

◆
高
齢
者
・
障
害
者
施
策
の

充
実
を

問
　
介
護
保
険
料
つ
い
て
現

在
、保
険
料
第
２
段
階
の
う
ち
、

年
金
額
が
80
万
円
以
下
の
場

合
、
保
険
料
が
下
が
る
が
、
少

し
で
も
超
え
れ
ば
保
険
料
は
同

じ
で
あ
る
。
第
３
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
保
険
料
の
引

き
上
げ
を
す
べ
き
で
は
な
い
と

思
う
が
ど
う
か
。

２
点
目
に
、
利
用
料
の
軽
減

で
あ
る
が
、
施
設
入
所
者
の
部

屋
代
や
食
費
が
介
護
保
険
の
給

付
か
ら
外
さ
れ
、
利
用
料
が
年

間
約
39
万
円
も
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
年
金
収
入
の
ほ
と
ん
ど
が

入
居
費
用
で
あ
り
、
年
金
を
超

え
る
場
合
も
あ
る
。
市
民
か
ら

は
、
利
用
し
て
い
る
施
設
か
ら

「
10
月
か
ら
３
万
円
負
担
が
増

え
ま
す
が
大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
言
わ
れ
た
な
ど
と
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
る
。
利
用
料
の
軽
減

を
図
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。
ま

た
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
も

全
額
自
己
負
担
に
な
り
、
低
所

得
者
へ
の
軽
減
措
置
が
必
要
だ

が
ど
う
か
。

３
点
目
に
、
来
年
４
月
か
ら

の
介
護
保
険
は
、
軽
度
と
認
定

さ
れ
る
と
家
事
援
助
な
ど
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
制
限
さ
れ

る
。
従
来
の
要
支
援
、
介
護
度

１
の
方
へ
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
が

ど
う
か
。

市
長
　
第
３
期
介
護
保
険
事
業

計
画
の
介
護
保
険
料
は
い
く
ら

に
な
る
か
今
は
示
せ
な
い
。
入

所
施
設
の
負
担
軽
減
は
、
市
独

自
の
軽
減
は
し
な
い
。
家
事
援

助
は
、
一
律
に
カ
ッ
ト
せ
ず
、

適
切
に
提
供
す
る
。
ま
た
、
今

の
要
介
護
１
か
ら
要
支
援
２
に

な
っ
た
方
が
、
今
受
け
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
を
今
後
も
受
け
ら
れ

る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
。

問
　
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方

に
と
っ
て
、
安
い
費
用
で
通
院

や
社
会
参
加
が
で
き
る
移
送
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、ど
う
対
応
す
る
の
か
。

介
護
保
険
課
長
　
移
送
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
は
、
福
祉
有
償
運
送

に
つ
い
て
、
年
度
内
に
運
営
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
来
年
３
月

ま
で
に
運
行
す
る
方
向
で
検
討

し
た
い
。

◆
公
共
工
事
契
約
制
度
の
改
善

問
　
建
設
現
場
で
働
く
労
働
者

の
賃
金
・
単
価
の
現
状
は
元
請

の
ダ
ン
ピ
ン
グ
発
注
や
指
値
発

注
で
、
下
請
業
者
の
経
営
を
圧

迫
し
、
末
端
で
働
く
労
働
者
は

生
計
を
立
て
ら
れ
な
い
ほ
ど
深

刻
化
し
て
い
る
。
賃
金
が
適
正

に
支
払
わ
れ
る
よ
う
、
賃
金
確

保
条
例
を
定
め
る
よ
う
提
案
す

る
が
ど
う
か
。

市
長
　
現
行
の
八
街
市
建
設
工

事
適
正
化
指
導
要
領
や
労
働
基

準
法
等
の
他
法
令
に
よ
り
、
対

応
が
可
能
な
も
の
と
考
え
る
。

丸
山
　
現
に
市
の
指
導
要
領
の

も
と
で
未
払
い
が
発
生
し
て
い

る
。
今
年
３
月
、
国
会
で
公
共

工
事
の
品
質
管
理
の
促
進
に
関

す
る
法
律
を
成
立
さ
せ
、
衆
議

院
で
は
、
営
業
所
へ
の
立
ち
入

り
調
査
な
ど
に
よ
り
、
下
請
代

金
の
適
正
な
支
払
い
の
確
保
な

ど
元
請
企
業
と
下
請
企
業
の
適

正
化
に
務
め
る
こ
と
と
い
う
付

帯
決
議
を
し
て
い
る
。
こ
の
法

を
受
け
行
政
が
き
ち
ん
と
監
督

し
て
い
く
た
め
に
、
賃
金
確
保

の
条
例
の
制
定
を
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
子
育
て
支
援

問
　
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
は
全
国
的
な
流
れ
と
な
り
、

県
内
で
も
18
自
治
体
が
県
助
成

を
上
回
り
、
来
年
度
か
ら
白
井

市
、
流
山
市
も
無
料
化
に
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
八
街
市

も
、
独
自
の
助
成
は
ど
う
か
。

ま
た
、
現
行
の
一
部
負
担
金
も

助
成
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
現
時
点
で
は
国
・
県
の

制
度
と
同
様
に
現
状
維
持
と
考

え
て
い
る
。

問
　
八
街
市
次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た

っ
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
子

育
て
で
の
不
安
・
悩
み
の
ト
ッ

プ
に
「
出
費
が
か
さ
む
」
と
43

％
が
回
答
を
寄
せ
て
お
り
、
経

済
的
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
３
歳
児
の
医
療
費
を
助
成

す
る
と
し
た
ら
１
千
５
０
０
万

円
。
一
部
負
担
金
は
５
０
０
万

円
。
合
わ
せ
て
２
千
万
円
で
あ

る
。
平
成
16
年
度
は
６
億
７
千

万
円
も
の
余
剰
金
が
あ
り
、
活

用
し
た
ら
ど
う
か
。

市
民
部
長
　
こ
れ
か
ら
の
子
育

て
支
援
は
予
算
査
定
、
要
望
等

の
中
で
予
算
獲
得
に
努
め
た
い
。

問
　
児
童
館
の
設
置
は
、
市
の

総
合
計
画
で
も
、
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
に
お
い
て
も
そ

の
計
画
が
な
い
。
先
の
議
会
で

は
印
旛
管
内
で
児
童
館
の
な
い

市
は
八
街
市
だ
け
と
答
弁
し
て

い
る
が
、
い
か
に
遅
れ
た
子
育

て
支
援
計
画
で
あ
る
か
が
わ
か

る
。
児
童
館
の
果
た
す
役
割
、

本
市
に
お
け
る
必
要
性
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
そ
の
必
要
性
は
十
分
認

識
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

本
市
の
現
状
で
は
、
早
急
に
新

し
い
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
既
存
の
公
共
施
設
等

の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
た
い
。

問
　
朝
陽
の
空
き
教
員
住
宅
を

児
童
館
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
　
教
育
委
員
会
と
児
童
家

庭
課
と
の
協
議
が
整
わ
な
い
状

況
で
あ
り
、十
分
検
討
し
た
い
。

丸
山
わ
き
子

個
人質問

▲朝陽教員住宅


